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研究成果の概要（和文）：　本研究は、文学が大衆化される過程に生じていた、文学作品の映画化などのメディ
ア・ミックス現象に着目するものである。
　メディアを越えた文学作品の享受の過程からは、文学的事象が当時の読者とどのように対峙しようとしていた
のか、ひいては変容する社会にどのように応答していたのかが浮かび上がってくる。その諸相を、特に女性作家
や女性表象をめぐって生じていたジェンダーの問題に着目することから考察した。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the phenomenon of adaptation, which occurs in the 
process of the popularization of literature. The adaptation of a literary work for the screen, for 
example, could create a larger audience for the original literature.  
Through the study of the examples of adaptation, this research reveals the relationship between 
literature, the audience, and society in the 1920s and 1930s. 
Special attention is paid to female authors, and gender issues are also investigated. 

研究分野：日本近現代文学
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１．研究開始当初の背景 
 
 大衆文学がメディアを越えて流通する諸

相は、すでに多くの研究によって検討されて

きた。しかし、著名な作家の作品をめぐるも

のや、有名監督、脚本家、演出家等による映

画、演劇など、個別事象の分析が主であり、

大衆文化圏の動きとして、広く捉えられてこ

なかったといってよい。申請者は、一九三〇

年代の樋口一葉をめぐる複数のメディアを

横断したメディア・ミックス現象の分析を通

して、多数の事例を広く見渡すことからは、

大衆の関心の所在が浮かびあがるとともに、

大衆文化が受け手とどのようにコミットし

ようとしていたのかが見えてくるという知

見を得ていた（『結ばれる一葉』双文社出版、

2012）。そこで、メディア・ミックス現象を、

主に受け手との関わりの中で考察すること

とした。 

 また、「大衆小説」の研究は数多いが、大

衆文化として浸透していた「講談」との関わ

りについては充分検討されていないといっ

てよい。講談から小説へというメディアの横

断もまた、メディア・ミックス現象と捉え、

その動きを捉えることとした。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究課題では、メディア・ミックス現象

を、広範な受け手へのコミットの方法（コミ

ュニケーションの諸相を表すもの）と捉え、

その特徴を明らかにすることを目的とした。

またその動きの中に、社会の変動に文学がい

かに応答していたかが見えてくると考え、考

察した。具体的には以下のような試みである。 

（１）１９２０年代特有の事例として浮かび

ああってくるのは、大衆文化において小説の

存在感が増すことである。歴史ものを扱う

「講談」が、「大衆小説（髷物）」へと発展

することもまたメディア・ミックスであると

捉え、大衆文化の動きを考察した。 

（２）文学の享受の多様性（メディア・ミッ

クス現象）は、受け手（読者）へとどのよう

にコミットしようとしていたのかを表わす

ものである。そこで、当時の「読者」をめぐ

る文学理論にも注目し、概念としての「読者」

の諸相を検討した。 

（３）映画の誕生は、文学の享受のあり方を

変容させる。文学大衆化の諸相を検討するた

めに、文学作品の映画化に着目し、シナリオ

等の資料調査、分析を行うことを目的にした。 

（４）通俗化、大衆化の現象の中には、しば

しばジェンダーをめぐる問題が浮上する。大

衆文化におけるジェンダー構造を捉えるこ

とを目的にした。 
 
３．研究の方法 
 
 まず、「大衆文学」というジャンルの登場

と、「講談」との関わりについては、初めて

「大衆文学」と名付けられた『現代大衆文学

全集』（平凡社、1927〜32 年）を軸に検討す

ることとした。データベースを作成し、当時

の講談との比較を行うこととした。 

 また、同時期の「読者」をめぐる文学理論

を読み解くことから、「読者」概念について

検討した。 

 さらに、映画化作品のシナリオ等、残され

た資料の調査、分析を行うとともに、大衆文

化の中に生じていたジェンダーをめぐる問

題について、ジェンダー研究の成果をふまえ

て考察した。 

 

４．研究成果 

 

 映画と文学との関わりを検討するための

資料調査過程において、戦後復活第 1回の芥

川賞作家である由起しげ子作品の映画化シ

ナリオや、由起が執筆したシナリオという、

多数の貴重な資料を閲覧する機会を得た（所

属先である神戸女学院大学へ遺族より寄贈

があり、「由起しげ子文庫」として整理され



た）。そのため、当初の計画から時代は外れ

るが、由起をめぐるメディア・ミックス事例

について検討し、２本の論考と、事例一覧の

データベースを作成した。 

 上記の考察から浮上したのもまた、メディ

ア・ミックス事例とジェンダーをめぐる問題

との関わりであった。大衆文化をめぐるジェ

ンダー構造の問題（スキャンダルにおける女

性規範の発露、大衆化過程におけるジェンダ

ー規範の強まり等）を、さらに樋口一葉、柳

原白蓮、菊池寛、谷崎潤一郎等による女性表

象を考察することから明らかにした。 

 「講談」と「大衆小説」との関係性に関し

ては、『現代大衆文学全集』の目次データベ

ースを作成するとともに、講談についての 

調査を行った。しかし、調査が進むほどに広

く大衆文化圏を見渡す必要性が増し、未だ調

査結果を公表するに至っていない。継続して

とり組んでいきたい課題である。また、明ら

かになった個々の事例の特徴を、周囲の現象

と接続することも不足しているため、さらな

る考察を進めたい。 
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